
道教委が「１年単位の変形労働時間制」に
ついて説明するためのリーフレットを作成
●道教委が、現場無視の意向調査に基づき、道議会に条例案を提出へ

道教委は、「現場の多くの教員が求めている」として、「１年
単位の変形労働時間制」導入を可能とするための条例案を道議
会に提出しようとしています。しかし、道教委が「教員が求め
ている」とする根拠としている意向調査は、ほとんどの学校で
は現場教職員の意向が確認されることはありませんでした。
また、道教委は、制度導入について説明する資料を作成、配

布していないため、多くの教職員はこの制度の詳細を知りませ
ん。このような状況で、制度導入についての判断ができるはず
がありません。

●組合の指摘を受け、道教委はリーフレットを作成

道教委が条例制定をしようというのであれば、少なくとも、

現場教職員の声をていねいに確かめること、そのために、必要

な資料を作成して制度を丁寧に説明することが必要です。
この組合の指摘に対し、道教委は、「１年単位の変形労働時

間制」について説明するリーフレットを作成しました。
しかし、作られたリーフレットはＡ４版２ページで、複雑なこの制度を説明するには、あまり

にも不十分です。このままでは、「休日確保のため便利に使える制度」「選択制で自由に活用でき
る」などの誤解が生じかねません。

●各職場で、制度導入の問題点を語り合い、反対の声を上げよう

道教委作成のリーフレットについては、このニュースで、問題点を指摘していきます。また、
現在、道教委と行っている条例制定にあたっての交渉の経過についても、このニュースでお知ら
せします。
各職場で、このニュースをもとに、制度導入の問題点を語り合い、制度導入反対、『変形』より

も『せんせいふやそう』の声をともに上げましょう。
また、道教委に対する思いを、「怒りのレッドカード」で道教組に託してください。６日、１１

日に実施する道教委との交渉で、現場教職員の声を伝え、条例案の撤回、少なくとも十分な議論
ができる状況が整うまで先送りすることを強く求めます。

変形労働制ではなく、せんせいふやそう！
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